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1. はじめに 

ハイパーソニック・エフェクト(以下 HSE)は人間の可聴域

を大幅に超える周波数成分を豊富に含んだ音が，人間に

リラックス効果などを引き起こす現象が報告されている[1]. 

α波は脳波の中で 8∼13 Hz 成分を指し, リラックス状態の

脳波の指標として用いられる. 本稿では HSE の効果をより

増加させることを目的とし, 室内環境について検討する. 

2. 実験方法 

2.1 環境 

JBL 4312E, Pioneer PT-R4 を用いて, 超高周波成分を

含んだ音源 FRS(full range sound), 超高周波を含まない音

源 HSC(high cut sound)の 2 種類を等価騒音レベルが 60 

dBA となるように図 1 のようなセクションで被験者に提示し

た. 本実験ではイコライザーを用いて可聴域の周波数特

性の平滑化を行ったシステムと，そうでないシステムの 2 種

類(図 2)を使用し[2], α波の増加に影響を及ぼすかの検

証を行った.  

2.2 超音波域の音圧レベル 

可聴域(20 Hz～20 kHz)の音圧レベルを基準(0 dB)とし，

超音波域(20 kHz～80 kHz)の相対的な音圧レベルを求め

た．平滑化を行ったシステムでは-8 dB，平滑化していない

システムでは-13 dB となった[3]． 

2.3 解析手法 

脳波の解析は国際 10-20 法に基づき Pz, O1, O2 の 3

点に電極を取り付けて行った. 各電極で計測されたα波

のパワーの平均値をセクション毎に算出し, 全セクションの

平均値で除算することでパワーの平均を 1 とする正規化を

行った. 被験者毎に正規化された値を, 片側 t 検定を行う

ことで有意性の有無を検討する.  

3. 実験結果 

 実験結果を図 3 に示す. 両実験共に健康な成人男性 4

人を被験者として実験を行った結果, 高周波成分を含ん

だ音源でα波の増加がみられたが有意差は見られなかっ

た.  

 
図 1 音源呈示セクション 

 
図 2 音源提示装置の周波数特性実測値 

 
図 3 被験者毎にα波帯域パワーの正規化をしたもの 

4. まとめ  

 今回の実験では音源を忠実に再生するシステムを目指

し平滑化を行い，実験を行ったが有意差は見られなかった．

しかし，超音波域の相対的な音圧レベルの高い平滑化し

た環境の方がα波の増大がみられた．今回の実験では被

験者が少なかったため, 今後は被験者数を増やす．また, 

被験者が受容するエネルギー量に着目し，HSE の効果を

増大させることのできる条件について検討を行う予定であ

る． 
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